
　
　
　
「
人
と
農
地
の
問
題
」
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
調
査
結
果
は
。

　
　
　
　
　

高
齢
化
や
耕
作
放

棄
地
の
増
が
懸
念
さ
れ
、
家
族

経
営
の
維
持
と
新
規
就
農
者
に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で

は
、
耕
作
面
積
を
10
～
20
㌶
規

模
の
経
営
体
を
求
め
て
い
る
。	

　

本
市
の
現
状
と
10
～
20
㌶
の

土
地
集
約
は
可
能
か
。

　
　
　
　
　

10
㌶
以
上
の
経
営

体
は
、
７
経
営
体
で
す
。
農
地

の
集
約
は
一
カ
所
に
集
約
す
る

可
能
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

青
年
就
農
対
策
は

　
　
　

農
業
が
持
続
可
能
な
力

強
い
産
業
と
し
て
成
長
し
続
け

る
に
は
「
若
い
世
代
」
の
呼
び

込
み
が
不
可
欠
。
本
市
の
取
り

組
み
は
消
極
的
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

将
来
の
地
域
農
業

を
牽
引
す
る
新
規
就
農
者
の
養

成
に
つ
い
て
、
こ
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

国
で
は
、
農
地
を
手
放

す
離
農
者
に
協
力
金
を
新
設
し
、

大
規
模
農
家
の
育
成
策
を
打
ち

出
し
た
。
農
地
の
出
し
手
は
農

業
か
ら
撤
退
と
な
る
が
、
過
半

数
を
占
め
る
中
小
農
家
対
策
は
。

　
　
　
　
　

条
件
不
利
地
域
の

担
い
手
対
策
と
あ
わ
せ
、
中
小

規
模
農
家
に
配
慮
し
な
が
ら
、

国
、
県
の
制
度
を
活
用
し
た
政

策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

　
　
　

小
規
模
農
家
や
兼
業
農

家
を
含
め
た
目
指
す
べ
き
農
業

の
具
体
的
な
姿
が
見
え
な
い
。

「
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
作

成
と
農
業
再
生
・
強
化
策
は
。

　
　
　
　
　

小
規
模
農
家
に
配

慮
し
た
施
策
や
農
産
物
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
な
ど
、

総
合
的
な
見
地
か
ら
地
域
農
業

振
興
計
画
策
定
に
向
け
た
研
究

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

合
併
後
、
市
の
人
口
減

数
と
自
然
動
態
、
社
会
動
態
の

人
口
減
数
は
。

　
　
　
　
　

人
口
は
約
３
９
０

０
人
、
自
然
動
態
と
社
会
動
態

は
合
計
で
、
毎
年
約
４
０
０
人

～
６
０
０
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

各
人
口
減
に
対
す
る
要

因
は
。

　
　
　
　
　

自
然
動
態
は
、
少

子
化
に
よ
る
減
少
、
社
会
動
態

は
、
進
学
や
就
職
に
よ
る
減
少

が
主
な
要
因
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

社
会
動
態
に
お
け
る
人

口
減
の
要
素
は
、
ど
の
よ
う
な

人
が
ど
の
よ
う
な
時
期
に
転
出

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　

高
校
を
卒
業
し
、

就
職
ま
た
は
進
学
す
る
際
と
大

学
を
卒
業
し
就
職
す
る
際
に
減

少
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　

合
併
後
の
渋
川
市
の
人

口
は
、
県
内
12
市
の
中
で
人
口

減
少
の
割
合
が
３
番
目
に
多
い

が
対
策
と
結
果
は
。

　
　
　

子
ど
も
を
生
み
育
て
る

環
境
整
備
、
生
活
環
境
や
利
便

性
の
確
保
、
産
業
振
興
等
に
総

合
的
に
取
り
組
み
、
定
住
人
口

の
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

有
馬
企
業
団
地
の
現
状
と
見
通

し
は

　
　
　

有
馬
企
業
団
地
の
完
売

は
非
常
に
厳
し
い
と
思
わ
れ
る

が
、
価
格
を
39
％
下
げ
た
後
の

問
い
合
わ
せ
数
、
企
業
の
反
応
、

進
出
に
至
ら
な
か
っ
た
理
由
は
。

　
　
　
　
　
　
　

１
区
画
を
販

売
。
現
在
１
社
が
検
討
中
。
高

速
か
ら
の
距
離
、
価
格
が
高
い
、

面
積
が
狭
い
等
の
意
見
が
あ
る
。

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
で

は
独
自
の
売
り
込
み
、
営
業
方

法
が
見
ら
れ
る
が
、
渋
川
市
独

自
の
ア
ピ
ー
ル
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
　

他
自
治
体
と

比
較
し
、
そ
ん
色
の
な
い
優
遇

措
置
。
自
然
災
害
が
少
な
く
、

首
都
圏
に
近
い
等
地
理
的
条
件

が
良
い
。
迅
速
な
対
応
を
す
る
。
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コ
ン
ニ
ャ
ク
の
栽
培
振
興
に
つ

い
て

　
　
　

本
市
は
県
内
有
数
の
コ

ン
ニ
ャ
ク
の
生
産
地
で
あ
る
が
、

今
後
の
本
市
の
栽
培
振
興
の
考

え
は
。

　
　
　
　
　

経
営
コ
ス
ト
の
削

減
を
目
的
に
、
優
良
新
品
種
の

導
入
、
環
境
や
安
全
へ
の
配
慮

や
消
費
拡
大
を
進
め
ま
す
。

　
　
　

農
薬
の
安
全
使
用
等
に

つ
い
て
の
本
市
の
考
え
方
は
。

　
　
　
　
　

周
辺
環
境
に
配
慮

し
た
農
薬
使
用
と
、
生
産
者
の

意
識
の
向
上
を
図
り
安
全
性
に

配
慮
し
た
農
業
を
推
進
し
ま
す
。

　
　
　

県
の
育
成
品
種
と
な
っ

て
い
る
、「
み
や
ま
ま
さ
り
」
の

現
在
の
栽
培
面
積
、
普
及
率
に

つ
い
て
は
、
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　

栽
培
面
積
は
、
５

９
５
５
㌃
で
普
及
率
は
、
約
11
・

１
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
「
み
や
ま
ま
さ
り
」の
種

子
の
販
売
設
定
は
、
ど
の
よ
う

に
設
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

販
売
単
価
は
、
相

場
の
変
動
を
加
味
し
、
１
㌕
当

た
り
３
０
０
円
か
ら
４
０
０
円

の
間
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
　

渋
川
市
の
農
業
振
興
、

ま
た
観
光
農
業
等
に
つ
い
て
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　
　

特
産
品
を
守
り
、
農
業

で
自
立
で
き
る
こ
と
、
温
泉
を

核
に
異
業
種
間
交
流
を
進
め
、

観
光
ル
ー
ト
を
整
備
し
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

年
々
、
増
加
傾
向
に
あ

る
有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
、
本
市

の
被
害
防
止
対
策
、
被
害
面
積

及
び
被
害
額
は
。

　
　
　
　
　

捕
獲
隊
８
隊
に
よ

る
捕
獲
、
電
牧
柵
及
び
緩
衝
帯

の
設
置
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
害

面
積
は
３
４
８
８
㌃
で
、
被
害

額
は
９
６
２
万
７
０
０
０
円
で

す
。

　
　
　

赤
城
町
内
の
整
備
予
定

８
０
０
㌶
の
実
施
状
況
は
。 

　
　
　
　
　

完
了
地
区
が
３
地

区
、
実
施
中
が
２
地
区
、
及
び

推
進
中
の
２
地
区
を
合
わ
せ
る

と
、
４
１
８
㌶
に
な
り
52
・
３

％
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
23
年
度
採
択
の
北

上
野
地
区
の
排
水
整
備
計
画
は
。

　
　
　
　
　

流
末
河
川
の
調
査

結
果
に
よ
り
、
排
水
が
集
中
し

な
い
よ
う
分
散
し
既
存
河
川
に

排
水
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

平
成
24
年
度
採
択
の
上

狩
野
地
区
の
排
水
整
備
計
画
と

耕
作
道
路
の
整
備
計
画
は
。

　
　
　
　
　

新
た
な
排
水
路
を

設
け
集
落
内
へ
の
流
域
を
分
割

し
、
排
水
量
を
減
少
し
ま
す
。

道
路
は
現
道
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

赤
城
西
麓
土
地
改
良
内

の
道
路
の
基
本
的
な
幅
員
は
。

　
　
　
　
　

設
計
基
準
に
基
づ

き
全
幅
７
㍍
か
ら
３
㍍
の
道
路

を
計
画
地
区
周
辺
道
路
の
状
況

を
勘
案
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

現
在
、
採
択
に
向
け
事

業
推
進
を
行
っ
て
い
る
地
区
は
。

　
　
　
　
　

中
原
地
区
（
70
㌶
）

と
笠
張
・
寺
後
原
地
区
（
１
３

４
㌶
）
で
実
行
委
員
会
が
組
織

さ
れ
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

整
備
完
了
地
区
で
、
未

舗
装
道
路
の
舗
装
予
定
は
。

　
　
　
　
　

路
面
の
状
態
、
生

渋
川
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

活
道
路
と
し
て
の
利
用
状
況
を

見
て
、
実
施
の
判
断
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　

整
備
地
区
の
シ
カ
、
イ

ノ
シ
シ
等
の
鳥
獣
被
害
対
策
は
。

　
　
　
　
　

羽
場
坂
地
区
で
は
、

補
助
事
業
に
よ
り
材
料
を
購
入

し
、
外
周
に
受
益
者
が
侵
入
防

止
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
　
　

整
備
地
区
内
の
農
業
用

水
の
利
用
状
況
と
営
農
指
導
は
。

　
　
　
　
　

防
除
用
水
、
作
物

へ
の
散
水
、
育
苗
に
利
用
さ
れ
、

指
導
機
関
と
共
に
水
利
用
作
物

の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

赤
城
西
麓
土
地
改
良
事
業
の
推
進
を

狩
野
　
保
明
　
議
員
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